
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
資
料

二
、
助
数
詞
一
覧
表

三
、
中
世
故
実
書
類
に
お
け
る
助
数
詞

む
す
び

は
じ
め
に

（1）

助
数
詞
は
、
わ
が
国
の
過
去
に
お
い
て
も
今
日
に
お
い
て
も
各
層
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
接
尾
語
の
一
種
で
あ
る
。
数
量
を
表
わ
す
語

（
数
詞
）
に
つ
き
、
そ
の
表
現
対
象
と
な
る
も
の
ご
と
の
性
質
・
形
状
・
内
容
・
種
類
な
ど
を
端
的
に
表
現
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
そ
の
数
量
表
現

を
よ
り
正
確
に
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
種
の
表
現
は
、
要
を
得
た
短
音
節
語
、
ま
た
は
、
二
　
二
文
字
程
度
の
こ

と
ば
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
我
々
を
取
り
ま
く
も
の
ご
と
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
お
の
ず
か
ら

助
数
詞
の
種
類
は
多
く
、
用
法
も
複
雑
を
き
わ
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

各
時
代
・
各
資
料
に
お
い
て
、
助
数
詞
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
用
法
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
関

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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一
四
〇

（2）

し
て
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
存
在
す
る
の
か
、
こ
う
し
た
点
に
興
味
を
も
ち
、
先
頃
よ
り
筆
者
は
若
干
の
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
過
程
に
お
い
て
困
惑
す
る
の
は
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
個
々
の
助
数
詞
が
具
体
的
に
は
ど
ん
な
国
語
（
締
詣
）
を
表
わ
し

て
い
る
か
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
音
よ
み
・
和
よ
み
の
い
ず
れ
な
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
何
と
よ
む

の
か
、
こ
の
助
数
詞
の
こ
の
用
法
の
時
は
ど
う
よ
む
の
か
　
ー
　
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
先
学
に
お
か
れ
て
も
、
個
別
的
な
若
干
の
検
討
は

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

行
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
未
だ
十
分
な
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

助
数
詞
の
よ
み
方
を
求
め
る
べ
く
、
訓
点
資
料
や
仮
名
文
字
作
品
を
用
い
る
の
は
必
ず
し
も
最
良
の
方
法
で
は
な
い
。
前
者
に
は
、
そ
の

（5）

原
文
自
体
に
助
数
詞
が
出
現
し
に
く
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
後
者
も
そ
う
で
あ
る
が
、
理
由
は
お
の
ず
か
ら
相
異
す
る
。
ま
た
、
助
数
詞

が
接
尾
語
で
あ
り
、
原
漢
文
に
現
わ
れ
に
く
い
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
新
撰
字
鏡
、
類
衆
名
義
抄
、
仏
書
音
義
と
い
っ
た
古
辞
書
・
音
義

の
類
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
多
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

助
数
詞
が
よ
く
出
現
す
る
の
は
古
文
書
類
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
名
書
き
の
古
文
書
な
ど
は
、
そ
の
よ
み
方
を
求
め
る
の
に
一
番
都
合
よ

（6）

い
か
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
古
文
書
は
、
本
来
、
漢
字
を
用
い
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
利
用
で
き
る
文
書
量
（
点

（7）

数
）
等
の
面
で
問
題
が
な
く
は
な
い
。

こ
う
し
て
有
力
視
さ
れ
る
の
は
、
中
世
後
半
・
近
世
初
期
の
国
語
辞
書
や
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
類
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
比
較
的
多

く
の
辞
書
類
が
編
纂
さ
れ
、
中
に
は
そ
の
用
法
を
説
く
も
の
や
ロ
ー
マ
字
書
き
の
も
の
も
あ
る
。
貴
重
な
参
考
資
料
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
何
と
い
っ
て
も
時
代
は
下
る
。
こ
こ
を
も
っ
て
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
あ
る
い
は
、
近
世
以
降
を
考

え
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
手
続
き
が
必
要
と
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
に
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
い
た
い
。

川
　
中
世
辞
書
類
に
は
ど
の
よ
う
な
助
数
詞
が
み
え
て
い
る
か

伺
　
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
国
語
（
よ
み
方
）
を
表
わ
し
て
い
る
か



吊
　
そ
れ
ぞ
れ
は
ど
の
よ
う
な
用
法
を
も
つ
か

⇔
　
そ
れ
ら
の
助
数
詞
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
存
在
す
る
か

辞
書
類
に
は
、
そ
の
時
代
の
こ
と
ば
の
す
べ
て
が
採
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
辞
書
そ
れ
ぞ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
編
纂
意
図
や
採

録
方
針
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
辞
書
類
に
傭
拠
し
て
も
、
当
時
に
存
在
し
た
助
数
詞
の
す
べ
て
が
網
羅
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
、
助
数
詞
に
は
、
そ
れ
が
助
数
詞
で
あ
る
と
認
定
す
る
に
困
難
を
伴
う
も
の
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
採
録
さ
れ
て
い
て
も
、
用
例
と
し
て

収
集
し
切
れ
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
問
題
は
多
々
あ
る
が
、
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
と
し
て
、
一
度
、
総
合
的
な
整
理

を
行
い
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
、
資
料

中
世
辞
書
類
と
し
て
調
査
資
料
と
し
た
の
は
別
紙
（
後
掲
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
用
例
の
多
く
得
ら
れ
る
の
は
、
中
世
後
半
期
の
節
用
集
の

類
、
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
類
で
あ
る
が
、
参
考
資
料
と
し
て
色
葉
字
類
抄
（
三
巻
本
）
、
伊
呂
波
字
類
抄
（
十
巻
本
）
、
江
戸
期
の
辞
書
若

干
（
誓
肇
朗
讃
整
即
船
舶
）
を
加
え
た
。

辞
書
類
個
々
に
お
い
て
は
、
得
ら
れ
る
助
数
詞
の
用
例
も
少
な
く
、
そ
の
よ
み
方
や
用
法
も
定
か
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本

稿
で
は
、
こ
の
期
の
辞
書
類
を
総
合
し
て
助
数
詞
の
用
例
数
を
そ
ろ
え
、
そ
の
よ
み
方
や
用
法
を
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り
し
た
形
で
利
用
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
助
数
詞
一
覧
表

本
稿
で
助
数
詞
と
い
う
の
は
、
「
二
間
机
」
（
文
明
十
二
年
本
下
学
集
）
、
「
一
珂
弓
」
（
元
亀
本
運
歩
色
葉
集
）
、
「
一
報
順
」
（
弘
治
二
年
本
節
用

集
）
の
類
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
一
机
」
「
一
弓
」
「
一
鳥
」
の
よ
う
な
類
は
、
「
数
詞
＋
名
詞
」
と
認
め
、
調
査
の
対
象
と
は
し
な
い
。

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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助
数
詞
の
中
に
は
、
容
器
や
対
処
の
方
法
（
動
作
名
）
な
ど
か
ら
生
じ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
の
以
下
に
関
連
し
て
は
左
記
が
あ
る
。

袋
　
帳
　
俵
　
筆
　
箱
・
筈
　
籠
　
盃
　
杯
　
串
　
折
　
荷
　
裏
・
包
　
結
　
束
　
駄
　
重
　
把
　
連

実
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
、
伺
「
数
詞
＋
名
詞
」
、
㈲
「
数
詞
＋
助
数
詞
」
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
つ
き
、
そ
の
判
別
は
容
易
で
な
い
。
両
者

は
連
続
的
な
も
の
で
あ
り
、
何
か
ら
個
へ
の
転
成
は
、
所
詮
は
慣
用
の
度
合
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
資
料
に
よ
っ
て
も
何
で
あ
っ
た
り

個
で
あ
っ
た
り
と
い
っ
た
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
右
は
助
数
詞
と
し
て
扱
い
、
次
の
類
は
助
数
詞
の
用
例
と
は
し
な
か
っ
た
。

蓋
　
筆
　
茎
　
局
　
壷
　
言
　
紙
　
字
　
楊
　
杓
　
酌
　
声
　
席
　
樽
　
乗
　
軸
　
銚
子
　
簡
　
方
　
盤
　
封
　
品
　
盆
　
襲
　
輪

列
　
匙
　
按

よ
り
広
く
助
数
詞
を
収
集
し
て
い
く
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
助
数
詞
の
範
囲
に
入
れ
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
辞
書
類
に
お

け
る
用
例
に
は
文
脈
も
な
く
、
用
法
の
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
今
回
は
留
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈲
　
「
資
料
篇
」
の
作
成

助
数
詞
の
分
類
は
、
そ
の
性
格
や
用
法
（
そ
の
対
象
と
の
関
係
な
ど
）
を
も
っ
て
行
う
の
が
最
善
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
の
よ
う
な
目
的
か
ら
す

れ
ば
、
そ
の
よ
み
方
を
も
っ
て
行
う
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

ど
の
よ
う
な
助
数
詞
が
ど
の
よ
う
な
お
宗
で
何
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
き
、
出
典
（
撼
楯
珊
摘
㌔
）
を
添
え
て
示
せ
ば
「
資

料
篇
」
の
よ
う
に
な
る
。
大
部
に
つ
き
、
そ
の
す
べ
て
が
示
せ
な
い
の
で
、
今
は
そ
の
二
部
を
も
っ
て
例
示
と
す
る
（
軌
棚
勧
㌣
）
。

出
典
に
お
い
て
対
象
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
－
印
で
代
用
す
る
。

出
典
に
付
訓
が
な
い
場
合
は
、
類
推
等
に
よ
り
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
掲
出
す
る
。
こ
の
時
の
出
典
に
は
、
右
肩
に
△
印
を
付
す
。



〓
］
群
　
字
音
語
、
字
音
語
・
和
語
両
用
法
の
助
数
詞
　
　
　
　
＜
例
＞

腰
（宵

）

羽 宇
表

記

エこふ （’まま ウ
よ

み
方

ウLn
ノ

ウ
）

ね
（ゎ

）

刀
（

刀刀太 鳥昧鳥 堂

用

法

（永
（

や
＿

刀 （

ヽ

方
（

舎

γ
筑

）下
春

短
剣（増

運
）

の
甲

天
、 （書

ヽヽ
（

下 （饅 ）
ヽ

ム下饅Pヽ 、・
．
V

ヽ
家

文）
ヽ

）
ヽ

京 ）
ヽ

恵
ム17

、
下

文

11
、

太
刀

（明
、

タ
チ
、

征
矢

へ

天
）

胃

（
易
、
合

、

p
）
、

白
鳥

（
p
、

R
）
、

－

（
い
、

運
、

A
塵

、
饅

）
、

弘
、

永
、

勇

、

刀
、
脇

差

）
、

－

（運
）

、
鶴

（
R
）
、

太
刀

、
黒

）

（
R
）

猛
禽

鮮
）

（
明
、

’
太

ヽ 類

（弘

、

刀
、（連

P
－
、

両

、

刀へ
易

天

、

恵

）
、
大

刀

（易
）
、

タ

チ

（
p
、

R
）
、

l

A

（大
ヵ
）

（
い
）
、

太

刀
、

太
刀

（運

）
、
太

刀
、

胡
策

（書

）
、

） （書
）

［
二
］
群
　
和
語
用
法
の
助
数
詞

懸

鯛
（
増
刊
下
、
明
、
弘
、
永
、
黒
、
京
、
饅
）
、
＜
下
略
＞

②
　
助
数
詞
一
覧
表

「
資
料
篇
」
に
基
づ
き
、
そ
の
出
典
を
省
き
、
用
法
を
要
約
し
た
も
の
が
次
の
助
数
詞
一
覧
表
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
右
の
　
［
二
群
を
左
記
0
、
日
に
分
け
た
。

日
　
宇
音
譜
用
法
の
助
数
詞

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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0
　
字
音
語
・
和
語
の
両
用
法
の
助
数
詞

㈲
　
用
法
差
の
あ
る
も
の

㈱
　
用
法
差
の
な
い
も
の

日
　
和
語
用
法
の
助
数
詞

［
助
数
詞
一
覧
表
］

○
　
よ
み
方
に
つ
き
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
に
　
（
　
）
　
印
を
付
す
。

○
　
用
法
に
つ
き
、
私
注
を
　
（
　
）
　
内
に
示
し
た
。

（
こ
字
音
語
用
法
の
助
数
詞

宇箇

．

階合基騎級脚曲句躯
表

ケ
記

ウカカガキキキキキクク
よイフフヤヨ

コクク み
方

キ

用

法

堂香官権塔馬ダ
ハ

階机歌連仏
舎合位ヽヽ

（
シヽヽ舞歌像

’

家
、
鼓

へ
家

長

持

塔
婆

馬

上

位

、

y
ヨ
ク

卓

、

、

詩
筒
、

銭

、
樽

、
「
数

の
階

層

、
折

の
人
）

「塔

ノ
重

々
ノ
数
」

カ
ヶ
ハ
シ

膳
棚

、

梯
、

菓

子
ム

歌

也
」

（恵
口
ヽ

（）
ヽ

淋

調
度

、

斬

首

凡

物

口
口
ヽ

ロ

｛谷
器
）

CCBCCCCBCCC
実

隆

DBADDAADAAA
延
喜



具管軒鈎献座剤荘冊匝尺首巡
・
順

村隻膳層般尊駄帯膿

グク
ワ
ン

ケ
ン

（
コ
ウ
か
）

コ
ン

コ
ン

ザザ
イ

サ
ウ

サ
ツ
、
サ
ク

サ
フ

シ
ヤ
ク

シ
ユ

ジ
ュ
ン

ス
ン

セ
キ

ゼ
ン

ソ
ウ

ソ
ウ

ソ
ン

ダタ
イ

タ
イ

椀
器
、
舟
具
・
馬
具
の
一
揃
、
手
袋
一
対
、
素
襖
袴
の
一
組

筆
、
笛

家
屋

銘酒
、
肴

集
会
の
回
数

薬灸
治

書
、
書
物
の
巻
や
第

－
（
対
象
掲
出
な
し
）

魚
［
鮎
、
鮭
、
鮒
、
鱈
］

詩
歌

巡
番
、
連
歌

樽魚椀
、

鳥ハ
シ筋

、
折
敷
、
食
事
用
の
台

階
層
、
晶
級
、
楼
台
、
城
櫓
、
塔
婆

船仏
像

牛
馬
荷

松
明

仏
像
、
デ
ウ
ス
、
彫
像

CBAACCACCCCCCABCACCCAC

DD
か

AACDCAAAAABDDAACACAC

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時

代
　
語
　
研
　
究

代段幌挺丁通條占日
ハ占由

り
（
年

盃杯輩（
倍

鉢盤匹
・
疋

（
綽

郡瓶篇甫
曳
爪
・

ダ
イ

ダ
ン

チ
ッ

チ
ャ
ウ

チ
ャ
ウ

ツ
ウ

デ
ウ

テ
フ

デ
フ

ネ
ン

ハ
イ

ハ
イ

ハ
イ

バ
イ

バ
ツ

バ
ン

ヒ
キ

ビ
ン

ブヘ
イ

へ
ン

ホ

年
代
、
一
つ
の
時
代

文
、
説
教
、
段
階
、
階
段

書墨
、

紙
、

フ
ミ文

、
羅
、

蝋
燭
、

材
木
、

書
状

帯
、
エ
文
書
の
条
章

鑓駕
輿
、
組
、
鍬

薬畳
、
幕
、
肩
袈
裟
、
草
子
、
紙
（
十
帖
＝
一
束
）

年
数
）

酒
、
水
、
飯
、
盃
、
容
器
、
飽
貝
・
穀
つ
き
の
貝

洒蟹増
義
）

御
器
一
杯
の
飯

シ
ヤ
ウ

碁
、
衆
（
マ
マ
）
碁
、

馬
、
四
つ
足
の
獣
、

銭
）

書
、
文
、
経

酒
、
花

書
物
の
部

コ
モ薦

双
六

牛
、
針
の
包
み



≡
）
字
音
語
・
和
語
の
両
用
法
の
助
数
詞

（
A
）
　
用
法
差
の
あ
る
も
の

羽

鳥鳥
、
白
鳥
、
鶴
、
猛
禽
類

味
方
の
甲
、
胃

鍬
、
鎌
、
太
刀
、
剃
刀
、
鏡
、
磐
、
釜
、
鍋
、
工
匠

釜
、
鞍
、
轡
、
一
口
に
頬
張
る
量

念
珠

豆
腐
、
干
し
魚
、
干
し
柿
、
串
絶

家
、
障
子
、
戸
板

座
敷

屏
風
、
瓶
子
、
樽
、
馬
の
荷
、
沓
、
足
袋
、
魚

屏
風

鳥材
木
、
樽

長
刀

花
、
木
の
枝
、
巻
数
、
筆
、
箭

花
木
の
枝
、
豚
な
ど
の
四
肢
、
薙
刀
、
長
刀

丁い丁一
C

・
し

一
B

＝

ADAAAAB

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



頭対樟番幅

鎌
　
倉
　
時

代
　
譜
　
研
　
究

シ
ユ

▼
＼
七
」

ソ
ク

も
と

あ
し

ヅか
し
ら

ツ
ノ
ー

く
だ
り

デ
ウ

さ
を

バ
ン

つ
が
ひ

フ
ク

ま
ガ
ム

（
た
ぼ
り
）

のフ
ク（

よ
ろ
ひ
）

ホ
ン

も
と

肴
、
種
類

種
類
、
［
婦
人
語
］

履
、
鞋
、
足
袋
、
鞠

鷹歩
数

牛猪
、
鹿
、
瓜
　
（
十
個
）
、
舞
、
踊

筆
、
画
、
給
費
、
徳
利
、
瓶
、
錫
、
剃
刀
、
箸
な
ど
の
対
の
も
の

肩
衣
、
袴

駕と
ッ匿相

撲
、
猿
楽
、
碁
、
将
棋
、
双
六
、
舞
、
能
、
狂
言
な
ど
　
（
の
回
数
）

鳥
　
（
オ
ス
・
メ
ス
一
対
）

絵
賛
、
懸
字
、
絵
像
、
掛
物
、
布
、
幕

布
、
織
物
、
板
　
（
な
ど
の
幅
）

布
、
木
綿

布
幅
）
　
（
単
位
）

茶
、
薬

ム
マ
ヨ
ロ
ヒ

馬
賑

扇
、
銘
、
針
、
柱
、
木
材
、
旗
、
か
ら
か
さ
、
木
、
草
な
ど

木
、
草
、
．
花

CBBBBCBCC

BABAABAAB



モ
ク

め‖
ノ
ウ

な
が
れ

レ
ン（

つ
ら
）

も
と

碁
石
、
碁
盤
の
日

蓮
の
目
、
網
の
目
な
ど

宗
派
、
流
派

播
、
旗
、
職
、
木
の
椀
、
膳

数
珠
、
銭
、
詩
、
聯
歌
、
簾
、
串
柿
、
串
飽
、
乾
烏
賊
、
干
な
ま
こ

ー
（
対
象
掲
出
な
し
）

鷹

一
A

一
B

B

ABB

（
B
）
　
用
法
差
の
な
い
も
の
　
（
用
法
差
未
詳
の
も
の
も
含
む
）

要月荷行

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



喉
筋

色（
目

性

鎌
　
倉
　
時
　
代

語
　
研
　
究

ク
ワ
（
ハ
ウ
）

つ
つ
み

ク
ワ
イ

ま
は
り

（
め
ぐ
り
）

ク
ワ
ン

ま
き

ケ
ツ

ゆ
ひ（

む
す
び
）

コ
ウ

コ
ン（

の
ど
）

（
ゴ
ン
）

す
ぢ

シ
キ

い
ろ

ジ
ツ
・
こ
チ

カシ
ユ
・
チ
ウ

た
き

巡
回
、
回
転
の
数

経
典
、
織
物
、
昆
布

結
び
か
ら
げ
た
も
の
、
（
銭
一
貫
）

魚
　
（
大
き
な
魚
）
、
肴

紐
、
道
、
道
義
、
矢
（
一
本
）

（
種
類
）

DC

D



人

シ
ヨ

と
こ
ろ

ソ
ク（

つ
か
）

（
つ
か
ね
）

タ
イ

ふ
く
ろ

ヂ
ウ

か
さ
ね

ヘチ
ヤ
ウ

は
り

テ
キ

し
つ
く

し
た
だ
り

デ
フ（

た
た
み
）

ドた
び

（
く
ら
）

こ
ン

（
た
）
　
り

紙
（
一
束
＝
十
帖
）
、
薪
、
木
、
折
敷
な
ど

箱
、
塔
、
紙
な
ど

琴
、
弓
、
挑
灯
、
傘
な
ど

水畳
（
回

（
人 酒

、

ノ
ン
セ
キ

暖
席

数
）

数
）

雨
の
滴
り

DC

DA

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

一
五
一



巴
・
ナ
′
J尾柄

鎌
　
倉
　
時
　
代

一
五
二

俵片返
・
片

（遍）

歩枚面

ヽ
、ノた

ば
ね

（
た
ぼ
り
）

ビをへ
イ

え
だ（え）

（
か
ら
）

へ
ウ

た
は
ら

へ
ン

（
へ
ぎ
）

へ
ン

（
か
へ
り
）

（
か
へ
し
）

ホあ
よ
み

マ
イ（

ひ
ら
）

メ
ン（

お
も
て
）

亮一
魚

一
扇

長
刀
、
太
鼓

塩
、
麦
、
物
の
詰
ま
っ
て
い
る
俵

茶
、
水
引
、
香
料

経
、
念
仏
な
ど
　
（
回
数
）

歩
数

紙
、
板
、
鯛

鏡
、
硯
、
大
皿
、
盤
、
琵
琶
、
仮
面
な
ど

BCB

DB



（
三
）
　
和
語
用
法
の
助
数
詞

懸貝株切
・
裁

下頸入賛榛東手箱
・
宮

別

鯛
、
魚
、
山
鳥
、
雉
、
鐙
、
鍬
、
鞍
下
毛
布

練
薬
、
蛤
の
穀

松
、
草
な
ど
の
根
と
か
株
と
か

沢
蘭

肉
味
、
魚
、
物
の
断
片

袴
、
肩
衣
、
行
数

蓑
、
雨
合
羽

（
染
色
の
度
数
）

ヤ
マ
ノ
イ
モ

薯
預

縄
、
葛
、
練
等

－
（
対
象
掲
出
な
し
）

的
矢
（
一
対
）
、
碁
石
を
打
つ
回
数
、
技
芸
の
所
作
・
技
を
数
え
る

1
　
（
対
象
掲
出
な
し
）

甲
、
敵
の
甲

BDBCAAACAABCA

AADAAAAAAAACA

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



帳房振丸職居桶折

鎌

倉
　
時

は
り

ふ
さ

ふ
り（

こ
し
）

ま
る

も
と

よ
り
と

を
け

を
n
ノ

代
　
語
．
研
　
究

カ
ヤ

蚊
贈
、
惟
幕
、
几
帳

花
、
葡
萄
、
枇
杷
・
山
椒
の
房
、
花
束
、
絹
の
房
飾

一
太
刀

紙
十
帖
、
（
糸
・
綿
・
砂
糖
な
ど
の
量
や
重
さ
）

鷹鷹
、
猛
禽
類

弓
絃
百
筋
、
ま
た
、
十
二
筋

膳
、
鯛
、
鱈
、
鮒
、
布
・
絹
・
紙
な
ど
の
折
り
重
ね
た
も
の

AACBAADC

ACABAAAB

右
の
一
覧
表
に
お
け
る
用
例
数
は
、
〇
五
七
例
、
0
㈲
一
九
例
、
型
二
四
例
、
臼
二
一
例
、
計
一
三
一
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
最

（8）

終
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
字
音
語
用
法
に
関
わ
る
も
の
は
二
〇
例
（
＝
0
＋
q
五
九
八
％
）
、
和
語
用
法
に
関
わ
る
も
の
は
七
四
例
（
＝

0
＋
q
四
〇
・
二
％
）
と
な
り
、
こ
の
比
率
は
六
対
四
と
な
る
。
但
し
、
こ
れ
は
漢
字
表
記
の
上
か
ら
数
え
た
数
字
で
あ
る
。
語
数
そ
の
も

の
か
ら
す
れ
ば
、
自
紬
、
㈱
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
二
倍
余
の
数
字
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
、
こ
の
よ
う
な
両
用
法
が
当
初
か
ら
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、

も
と
日
か
脅
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
柵
㌫
臓
鍔
紬
髭
沌
最
鯛
霊
。
あ
る
い
は
、
H
と
臼
と
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
助
数
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
た
ま
た
ま
表
記
を
同
じ
く
す
る
た
め
、
こ
こ
に
同
居
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
に
は
、
そ
う
し
た
情
況
を
解
明
し
、
H
と
日
各
々
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。（9）　　　　（10）

な
お
、
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
の
性
格
の
一
端
を
窺
う
た
め
、
一
覧
表
の
下
欄
に
は
、
実
隆
公
記
、
延
喜
式
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る

助
数
詞
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
を
次
の
符
号
に
よ
っ
て
示
し
た
。

A
　
実
隆
公
記
（
糧
鮎
唱
員
。
）
に
み
え
な
い
も
の



B
　
実
隆
公
記
に
も
み
え
る
が
用
法
や
用
例
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の

C
　
実
隆
公
記
に
も
み
え
る
も
の
、
お
よ
び
、
用
例
の
多
寡
に
よ
ら
ず
、
あ
ま
り
差
異
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の

D
　
実
隆
公
記
に
み
え
る
用
法
の
方
が
多
様
で
あ
る
も
の
、
中
世
辞
書
類
で
は
用
法
や
用
例
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の

へ
〓
」

（
E
　
中
世
辞
書
類
（
一
覧
表
）
　
に
み
え
な
い
も
の
）

実
隆
公
記
に
み
え
て
中
世
辞
書
類
に
み
え
な
い
助
数
詞
（
E
）
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

川
　
容
器
・
対
処
方
法
を
単
位
名
と
す
る
も
の

様
　
椅
　
器
　
括
・
括
　
爽
　
壷
　
緩
　
重
　
唱
　
続
　
樽
　
簡
　
拝
　
封
　
編
　
盆

L・
7
T

回
　
性
質
・
形
状
等
を
単
位
名
と
す
る
も
の

（
管
か
）

韻
　
音
　
蓋
　
紀
　
局
　
割
　
官
　
茎
　
戸
　
刻
　
才
・
歳
　
載
　
紙
・
帝
　
旬
　
声
　
柔
　
紐
・
紡
・
紋
　
軸
　
陣
　
点
　
董
　
筆

鏑
・
補
　
名
　
列

の
　
運
動
の
回
数
・
頻
度
等
を
表
わ
す
も
の

周

延
書
式
に
み
え
て
中
世
辞
書
類
に
み
え
な
い
助
数
詞
（
E
）
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

川
　
容
器
等
を
単
位
名
と
す
る
も
の

（
マ
マ
）

案
　
蔭
　
村
　
壷
　
揺
　
檀
　
缶
　
旭
　
編
　
輩
　
輿
　
輿
籠
　
建

回
　
性
質
・
形
状
等
を
単
位
名
と
す
る
も
の

貞
　
院
　
葉
　
爛
　
蓋
　
藁
　
竿
　
轟
　
胸
　
戸
　
炬
　
根
　
襲
　
社
　
節
　
柱

町
　
鏑
　
捧
　
昇
　
了

中
世
辞
書
類
と
延
喜
式
と
で
は
、
漢
字
表
記
を
異
に
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
即
ち
、
前
者
の
「
鈎
」
、
「
膳
」
、
「
挺
」
、
「
羽
」
、
「
懸
」
、

「
重
」
と
後
者
の
「
勾
」
（
D
）
、
「
前
」
（
B
）
、
「
廷
」
（
B
）
、
「
翼
」
（
B
）
、
「
架
」
（
B
）
、
「
襲
」
（
B
）
と
の
関
係
が
そ
う
で
あ
る
。

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
の
性
格
が
、
他
資
料
と
の
比
較
に
よ
っ
て
浮
び
上
っ
て
こ
よ
う
。
と
同
時
に
、
助
数
詞
そ
の
も
の
に
つ
き
、

（12）

大
小
様
々
な
問
題
の
あ
ろ
う
こ
と
に
も
気
付
か
れ
よ
う
。

三
、
中
世
故
実
書
類
に
お
け
る
助
数
詞

中
世
に
は
、
諸
儀
式
や
作
法
等
に
つ
い
て
の
故
実
書
が
数
多
く
編
述
さ
れ
、
こ
と
ば
に
関
す
る
諸
問
題
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
助
数
詞
も
、

こ
こ
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
馬
具
寸
法
記
、
道
照
愚
草
、
書
簡
故
実
な
ど
は
、
そ
う
し
た
資
料
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
ま
た
、
辞
書
類
だ
け
で
は
と
う
て
い
知
り
得
な
い
用
法
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（13）

次
に
は
、
故
実
書
類
か
ら
窺
え
る
そ
う
し
た
用
法
の
若
干
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

Ⅲ
　
文
書
語
と
し
て
の
助
数
詞

故
実
書
類
が
助
数
詞
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
用
法
に
つ
い
て
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
自
体
、
何
の
必
要
あ
っ
て
の
こ
と
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
書
簡
作
法
の
た
め
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
当
時
、
書
状
や
目
録
、
進
上
の
折
紙
な

ど
を
執
筆
す
る
に
は
、
助
数
詞
に
つ
い
て
の
知
識
・
教
養
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

道
照
愚
草
（
続
群
類
、
二
四
下
）
は
、
伊
勢
流
の
武
家
故
実
礼
法
書
で
、
伊
勢
貞
久
（
道
照
）
が
貞
宗
・
貞
陸
以
来
の
家
説
を
も
と
に
し
て

筆
録
し
た
も
の
を
貞
順
・
貞
昌
等
が
整
理
・
補
筆
し
た
も
の
と
さ
整
（
竃
雛
詫
紀
）
。
助
数
詞
に
つ
い
て
の
二
条
も
あ
。
、
こ
こ
に
は

次
の
よ
う
に
み
え
る
（
朋
鯛
璽
惑
鮨
）
。

○
　
　
　
諸
道
異
数
書
事

イ
ツ
　
タ

鞍
　
　
一
口
　
　
鎧

手
綱
腹
帯
一
具
　
　
鞍

一
懸

一
懸
　
（
中
略
）

狸

一
疋
其
外
何
も
四
足
の
物
を
何
疋
と
云



目
録
な
と
に
は
。
狸
一
兎
一
と
書
く
。
狸
ハ
進
上
に
は
不
成
。

モ

ト

　

モ

ト

　

モ

ト

鷹
　
　
一
連
一
居
一
織
何
も
一
も
と
＼
よ
む
な
り
。

旗
　
忘
　
｛
ぜ
ツ
は
半
ま
く
と
い
ふ
也
東
撃

そ
の
対
象
を
細
か
く
掲
げ
、
用
い
る
べ
き
助
数
詞
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
実
に
三
十
九
種
（
異
な
り
）
に
も
及
び
、
こ
の
用
例
数
は

故
実
書
類
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
事
書
に
も
「
諸
道
異
数
書
事
」
と
あ
る
点
で
、
助
数
詞
は
、
文
書
用
語
の
一

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

書
簡
故
実
（
続
群
類
、
二
四
下
）
は
、
書
札
礼
に
関
す
る
故
実
書
で
、
天
正
年
中
（
ト
旭
㌘
一
）
の
成
立
と
さ
れ
る
（
作
者
未
詳
、
諸
家
に
よ
る

か
）
。
さ
ま
ざ
ま
な
書
状
類
の
調
え
様
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

〇
　
一
馬
道
具
書
状
に
可
調
様
事
。

鞍
苗
。
輿
一
口
。
鐙
南
畝
撃
疋
分
。

力
革
一
具
。
鼻
革
一
間
。
手
綱
南

（
マ
マ
）

策
一
ツ
。
奉
射
の
ゆ
か
け
。
か
た
〈
　
馬
上
の
ゆ
か
け
一
具
。

弦
一
筋
。
弦
一
張
ト
ハ
七
筋
也
。
一
桶
ト
ハ
廿
す
ち
也
。

又
鞠
を
ハ
一
丸
ト
モ
。
一
顆
共
可
書
。

一
菟
ハ
一
耳
二
耳
と
可
書
。
一
疋
二
疋
と
ハ
悪
し
。
但
一
耳
と
ハ
二
の
事
也
。
一
ツ
を
ハ
片
耳
と
書
也
。
一
ツ
ニ
ッ
と
ハ
可
書
不
苦
。

鷹
犬
を
ハ
一
牙
加
様
に
か
く
へ
し
。

「
書
状
」
を
し
た
た
め
る
場
合
、
そ
の
文
言
を
如
何
様
に
用
い
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
一
端
と
し
て
助
数
詞
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

（15）

の
で
あ
る
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
が
、
助
数
詞
は
、
こ
の
意
味
で
文
書
語
と
し
て
の
怪
格
が
強
か
っ
た
と
知
ら
れ
よ
う
。

畑
　
女
房
衆
と
助
数
詞

中
世
辞
書
嬢
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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五
八

故
実
書
類
に
は
女
房
に
関
わ
る
記
述
も
多
い
。
例
え
ば
、
宗
五
大
押
紙
（
群
類
、
二
二
）
は
、
大
永
八
年
（
一
一
一
望
正
月
、
足
利
義
政
以
下
四

代
の
将
軍
に
仕
え
て
殿
中
武
家
の
礼
法
に
通
じ
た
伊
勢
貞
頼
（
宗
五
、
七
四
歳
）
　
の
手
に
な
る
が
、
こ
の
中
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

〇
一
女
中
へ
進
上
の
折
紙
調
様
。
万
び
き
又
ハ
千
び
き
な
ど
有
べ
し
。
又
名
乗
ハ
上
ノ
字
を
か
な
に
下
を
ば
ま
な
に
可
レ
書
。
名
字
官
途
も

か
な
ま
な
を
交
べ
し
。
私
に
て
女
房
衆
へ
の
折
紙
此
分
也
。
又
ぼ
ん
。
か
う
ば
こ
。
ど
ん
す
以
下
も
か
な
に
書
べ
し
。
だ
ん
し
十
帖
。

引
合
杉
原
も
十
で
う
と
か
く
べ
し
。
お
り
た
る
以
下
の
折
紙
を
も
ま
な
を
ま
ぜ
て
か
く
べ
し
。

一
公
方
様
へ
折
樽
以
下
進
上
書
や
う
。
御
盃
台
。
精
好
個
。
御
折
十
合
。
数
不
レ
定
。
押
物
五
合
。
数
不
レ
定
。
御
得
十
荷
。
数
不
レ
定
。
京
に
て
ハ

柳
な
れ
バ
柳
何
荷
共
書
。
又
御
樽
。
析
請
。
是
も
私
へ
な
ら
ば
御
字
あ
る
べ
か
ら
ず
。
是
も
女
中
へ
ハ
か
な
な
る
べ
し
。

折
紙
と
は
、
礼
紙
を
節
約
す
る
美
め
、
本
紙
を
上
下
に
折
り
、
裏
に
折
り
返
し
た
方
を
そ
の
代
り
と
し
た
書
状
で
あ
る
。
中
世
以
降
に
発

達
し
た
様
式
で
、
室
町
時
代
の
進
物
・
贈
物
の
目
録
に
は
み
な
こ
れ
が
用
い
ら
れ
た
。
右
は
、
女
房
衆
へ
の
そ
れ
は
「
か
な
ま
な
を
交
べ
し
」

ひ
き
あ
わ
せ

と
い
う
の
で
あ
り
、
贈
達
に
用
い
ら
れ
る
檀
紙
・
引
合
紙
・
杉
原
紙
、
ま
た
、
折
・
樽
な
ど
の
単
位
（
助
数
詞
）
も
「
ま
な
を
ま
ぜ
て
か
く

べ
し
」
　
と
さ
れ
て
い
る
。

女
房
進
退
（
続
群
類
、
二
四
下
）
は
、
女
房
衆
の
躾
覚
書
で
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
の
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
。

〇
一
人
の
御
そ
ん
し
あ
り
た
る
事
な
れ
共
。
も
し
あ
や
ま
り
も
有
物
也
。
伊
勢
殿
の
書
物
に
も
あ
り
。
網
を
ハ
一
疋
二
疋
と
い
へ
り
。
又

は
女
は
う
な
と
は
。
一
巻
。
二
ま
き
。
十
ま
き
。
二
十
巻
と
い
へ
り
。

一
い
た
の
物
を
は
。
一
た
ん
二
た
ん
と
い
へ
り
。
女
は
う
衆
は
。
一
ツ
ニ
ッ
と
い
へ
り
。

一
布
を
は
。
こ
れ
も
一
た
ん
二
た
ん
と
い
へ
り
。
女
は
う
衆
は
。
一
ツ
ニ
ッ
と
い
へ
り
。
（
中
略
）

一
す
き
は
ら
な
と
を
人
に
い
た
す
に
。
杉
原
を
一
帖
ツ
＼
右
ひ
た
り
か
ら
引
合
て
。
さ
て
十
帖
か
さ
ね
て
。
杉
原
八
枚
。
（
中
略
）

文
な
と
に
書
候
時
に
ハ
。
拾
帖
弐
拾
て
う
と
か
き
候
。
お
と
こ
な
と
も
其
分
也
。
さ
か
り
た
る
所
へ
ハ
。
壱
束
二
そ
く
と
か
く
へ
き

也
。
か
き
や
う
又
ハ
こ
し
ら
へ
や
う
く
て
ん
あ
り
。



一
中
お
り
な
と
も
。
二
束
三
そ
く
迄
ハ
。
弐
捨
て
う
三
拾
帖
な
と
～
い
へ
り
。
そ
の
ほ
か
は
。
四
束
。
五
そ
く
。
拾
束
。
二
十
そ
く
と

い
へ
り
。
壱
さ
を
と
い
ふ
事
。
あ
き
人
の
い
ふ
こ
と
は
な
り
。

一
と
り
の
子
な
と
は
。
一
て
う
二
て
う
。
又
ハ
壱
束
な
と
～
い
ふ
事
な
き
事
に
候
。
一
枚
。
弐
拾
枚
。
百
枚
な
と
～
い
へ
り
。

一
た
ん
し
。
み
き
や
う
し
よ
な
と
も
。
拾
て
う
。
弐
拾
帖
と
い
へ
り
。
引
合
な
と
は
。
五
拾
枚
。
百
枚
な
と
1
い
へ
り
。

（
口
伝
）

こ
れ
に
も
、
仮
名
・
漢
字
を
交
用
す
べ
き
だ
と
あ
り
、
こ
う
し
た
「
か
き
や
う
又
ハ
こ
し
ら
へ
や
う
」
の
「
く
て
ん
」
を
踏
襲
し
た
「
文

（16）

な
と
」
の
写
し
や
控
え
は
、
ま
た
、
故
実
書
類
の
随
所
に
み
え
て
い
る
（
女
房
筆
法
、
御
産
所
日
記
、
飯
尾
宅
御
成
記
、
な
ど
）
。

助
数
詞
は
、
ふ
つ
う
、
対
象
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
が
、
同
種
の
も
の
で
も
そ
の
種
類
・
品
種
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
そ
の
数
量
に
よ

っ
て
さ
ら
に
細
か
く
使
い
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
右
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
紙
を
数
え
る
に
つ
い
て
も
、
杉
原
紙
（
「
枚
」
も
）
、

で

ふ

　

そ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

い

中
折
紙
、
檀
紙
、
御
教
書
な
ど
は
「
帖
」
「
束
」
（
十
帖
＝
一
束
）
、
し
か
し
、
鳥
の
子
紙
、
引
合
紙
は
「
枚
」
（
何
十
枚
、
何
百
枚
で
も
）
と
そ
れ

ぞ
れ
相
異
な
る
助
数
詞
を
書
く
と
い
い
、
ま
た
、
中
折
紙
な
ど
も
、
二
、
三
十
帖
ま
で
は
「
帖
」
を
用
い
、
四
十
帖
以
上
は
「
束
」
を
用
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。（

下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
）

こ
れ
に
加
え
、
「
さ
か
り
た
る
所
」
　
へ
用
い
る
助
数
詞
や
「
あ
き
人
」
の
用
い
る
助
数
詞
（
「
壱
さ
を
」
）
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
助
数
詞

は
、
そ
の
対
象
、
品
種
、
数
量
、
使
用
場
面
、
使
用
者
な
ど
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
故
実
書
に
み
え
る
す
べ
て
の
こ
と
が
、
時
、
所
、
人
（
性
）
を
問
わ
ず
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問

も
あ
る
。
右
に
も
先
の
宗
五
大
押
紙
と
の
間
に
小
異
が
み
ら
れ
る
が
（
酬
雛
柵
の
）
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て

解
明
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
女
房
に
関
し
て
は
、
ま
た
、
助
数
詞
の
用
法
上
、
男
性
と
異
な
る
点
の
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
即
ち
、
先
の
女
房
進
退

に
は
、
絹
を
「
一
疋
二
疋
」
と
い
う
と
こ
ろ
、
「
女
は
う
な
と
は
。
一
巻
。
二
ま
き
。
十
ま
き
。
二
十
巻
と
い
へ
り
。
」
と
あ
り
、
織
物
の
板

物
や
布
を
「
一
た
ん
二
た
ん
」
と
い
う
と
こ
ろ
、
「
女
は
う
衆
は
。
一
ツ
ニ
ッ
と
い
へ
り
。
」
と
あ
っ
た
。
「
疋
」
や
「
た
ん
」
（
反
、
段
）
は
き

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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六
〇

ま
き

わ
め
て
基
本
的
な
布
烏
の
単
位
で
あ
り
、
男
女
の
差
な
く
使
用
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
女
房
な
ど
は
、
平
常
「
巻
」
で
通
用
し
、
ま
た
、

単
位
を
用
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
軟
か
い
こ
と
ば
遣
い
が
好
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

馬
具
寸
法
記
（
群
類
、
二
三
）
は
、
室
町
時
代
の
故
実
書
で
、
馬
具
や
弓
箭
等
に
つ
い
て
明
細
な
寸
法
を
記
し
た
書
で
あ
る
。
そ
の
一
条
に
、

＼
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

「
一
ゆ
が
け
一
具
。
む
ち
一
筋
。
」
以
下
、
多
く
の
助
数
詞
用
法
が
示
さ
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
一
例
、
「
盆
一
枚
。
女
中
へ
は
一
ツ

也
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
、
女
房
へ
の
進
上
目
録
、
進
物
注
文
な
ど
で
は
「
盆
一
枚
」
で
な
く
「
盆
一
（
ツ
）
」
と
書
く
べ
き
こ
と
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

伊
勢
貞
興
返
答
書
（
続
群
類
、
二
四
下
）
は
、
元
亀
三
年
（
宝
）
、
武
具
や
装
束
等
に
つ
い
て
の
伊
勢
流
故
実
を
伝
え
よ
う
と
し
て
成
っ
た

も
の
で
、
こ
こ
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○

　

目

録

事

し
ん
ト
溺
節
か
う
は
こ
一
云
々
／
御
ほ
ん
　
転
勤
語
曇
謂
無
い
順
。
／
三
千
ひ
き
　
／
以
上

ち
左
京
大
夫
／
　
　
よ
し
興

／
　
大
う

道
照
愚
草
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

○

　

香

合

　

一

　

盆

　

一

枚

請

謁

一

助
数
詞
の
用
法
に
関
し
て
は
次
の
類
も
次
項
の
類
も
あ
る
が
、
今
の
場
合
は
単
な
る
用
法
差
で
な
く
、
男
女
間
の
そ
れ
に
関
わ
る
位
相
上

の
問
題
で
あ
る
。

（17）

〇
一
か
り
ま
た
を
。
常
に
人
の
。
一
ま
い
二
ま
い
な
と
ゝ
申
候
事
わ
ろ
し
。
一
ツ
ニ
ッ
た
る
へ
し
。
（
岡
本
記
、
続
群
類
、
二
三
下
）

女
房
た
ち
の
世
界
に
助
数
詞
の
用
い
ら
れ
な
い
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
平
安
仮
名
文
字
作
品
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
即

ち
、
時
代
は
遡
る
も
の
の
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
そ
の
種
類
も
乏
し
く
、
使
用
頻
度
も
低
い
、
ま
た
、
「
事
物
を
数
え
る
に
当
た



っ
て
接
尾
語
「
つ
」
系
列
の
助
数
詞
を
用
い
て
、
特
定
の
助
数
詞
に
よ
ら
な
い
方
法
」
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
古
記
録
に
お
け
る
場
合
（
「
特

（18）

有
の
助
数
詞
を
使
用
し
書
記
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
」
）
と
は
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
記
録
と
仮
名
文
字
作
品
と
の
間
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
お
そ
ら
く
「
文
章
語
対
口
頭
語
」
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
盤
を
な

す
言
語
の
性
格
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
同
書
）
。
文
章
語
の
中
に
お
け
る
助
数
詞
の
立
場
は
、
ま
た
、
独
自
の
も
の
で

あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

畑
　
目
録
の
調
え
様
と
助
数
詞

贈
遣
目
録
の
調
え
様
（
書
き
様
、
こ
し
ら
え
様
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
み
て
き
た
。
執
筆
者
と
し
て
は
最
も
気
を
遣
う
書
状
で
あ
り
、

そ
の
た
め
か
、
こ
こ
に
は
助
数
詞
に
つ
い
て
の
去
嫌
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〇
一
精
進
之
物
。
魚
鳥
と
な
ら
へ
て
参
候
事
。
不
及
見
候
様
に
候
。
前
後
之
儀
。
何
に
て
も
不
苦
候
哉
。
（
中
略
）
桶
に
入
候
物
。
進
物
に

書
付
は
。
一
桶
十
桶
な
と
ゝ
書
へ
し
。
鳥
ハ
何
鳥
に
て
も
前
に
書
へ
し
。
次
第
ハ
白
鳥
一
。
鶴
一
。
贋
五
。
雉
十
な
と
ゝ
有
へ
し
。
何

烏
に
て
も
数
有
へ
し
。
魚
を
も
数
を
可
書
。
但
鯛
一
折
な
と
ゝ
も
有
へ
し
。
鯉
五
。
な
と
ゝ
ハ
書
也
。
五
喉
な
と
は
悪
し
。
又
一
か
け

な
と
も
不
宜
候
。
鮭
を
ハ
五
尺
十
尺
。
又
壱
尺
な
と
ゝ
書
也
。
赤
荒
ま
て
ハ
。
数
を
二
十
三
十
と
可
書
也
。
折
紙
に
い
く
つ
も
あ
れ
。

樽
の
添
候
時
ハ
。
奥
に
書
へ
し
。
（
書
簡
故
実
、
既
出
）

〇
一
肴
の
目
録
に
。
鳥
幾
つ
か
ひ
。
魚
な
ん
こ
ん
と
書
事
わ
ろ
し
。
鳥
は
一
ツ
ニ
ッ
と
書
。
鯉
な
と
は
一
折
と
も
。
亦
一
ツ
。
ニ
ッ
。
十
。

（19）

廿
な
と
書
へ
し
。
鯛
鮒
な
と
の
類
も
同
事
也
。
（
酌
井
記
、
続
群
類
、
二
四
下
）

○○

（

マ

マ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

0

）

魚
之
数
唯
之
字
事
。
（
曽
我
兵
庫
頭
八
十
五
ヶ
条
品
々
不
好
事
、
続
群
類
、
二
四
下
）

（

マ

マ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

1

）

一
魚
を
一
か
け
二
か
け
と
申
事
な
き
事
こ
て
候
。
一
ツ
一
ツ
と
英
数
を
申
か
能
候
。
（
伊
勢
六
郎
左
衛
門
尉
貞
順
記
、
続
群
類
、
二
四
下
）

進
物
の
目
録
は
ど
の
よ
う
に
書
く
か
、
順
序
は
ど
う
か
、
単
位
（
助
数
詞
）
は
何
と
用
い
る
か
が
問
題
と
さ
れ
、
桶
に
入
れ
た
物
は
「
一
桶
」

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

と
書
き
、
鳥
・
魚
は
「
数
」
（
一
ツ
、
二
ツ
…
…
）
を
書
く
、
魚
（
鯛
、
鯉
）
は
「
一
折
」
と
も
書
き
、
鮭
は
「
壱
尺
」
と
書
く
が
、
鳥
に
「
番
」
、

魚
に
「
喉
」
「
懸
」
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
。

「
榔
」
や
「
椚
」
は
、
容
器
名
か
ら
転
じ
た
助
数
詞
、
「
密
（
聖
）
や
「
野
（
撃
等
「
野
（
糾
諺
）
、
「
衰
（
讐
は
魚
島
を
直

に
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。
魚
烏
を
直
接
的
に
数
え
ず
、
容
器
を
も
っ
て
間
接
的
に
数
え
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
歳
計

鯛
攣
）
。
そ
れ
と
も
、
後
者
に
は
、
書
状
に
は
適
さ
な
い
口
頭
語
的
性
格
で
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
嫌
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理

由
は
未
詳
だ
が
、
目
録
を
書
く
場
合
、
そ
れ
ら
は
使
用
を
避
け
る
べ
き
助
数
詞
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

関
連
し
て
、
女
房
筆
法
（
既
出
）
　
に
も
次
が
あ
る
。

○
　
も
く
ろ
く
と
ゝ
の
へ
や
う
の
事
。

（
腐
）
　
　
　
　
　
（
鯛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雉
か
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
の
）

し
ん
上
。
／
か
ん
　
二
。
／
た
い
一
お
り
。
／
に
し
一
お
り
。
／
御
た
る
　
十
か
。
／
　
以
上
／
　
い
せ
う
京
す
け
／
　
さ
だ
遠

こ
の
「
た
い
一
お
り
」
の
下
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
、
細
字
で
「
た
い
。
ふ
な
。
こ
い
な
と
は
。
か
す
も
お
は
く
候
て
。
見
た
て
も
よ
く

候
て
。
か
す
を
か
く
へ
し
。
た
い
ふ
な
は
。
十
よ
り
上
は
。
十
ま
い
と
。
ま
い
の
字
を
か
き
て
も
よ
し
。
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（

マ

マ

）

　

（

2

2

）

こ
れ
に
類
す
る
表
現
は
、
伊
勢
兵
庫
守
貞
宗
記
（
続
群
類
、
二
四
上
）
に
も
み
ら
れ
、
魚
の
助
数
詞
は
「
大
略
一
折
こ
て
候
」
う
が
、
鯛
、

鯉
、
鮒
、
鱈
な
ど
は
「
見
た
て
可
然
候
へ
は
。
数
を
書
候
事
に
て
候
。
」
と
あ
る
。
「
折
」
「
（
数
）
」
の
他
、
「
枚
」
（
畏
）
も
許
さ
れ
る
よ
う
だ

が
、
「
懸
」
「
喉
」
な
ど
を
用
い
て
よ
い
と
す
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

な
お
、
右
の
貞
宗
記
に
は
、
「
一
折
と
書
て
脇
に
員
数
を
書
候
事
有
間
敷
。
」
と
も
み
え
、
「
折
」
と
「
（
数
）
」
と
は
と
も
に
用
い
て
は
な
ら

な
い
と
あ
る
。

以
上
、
中
世
故
実
書
類
に
み
え
る
助
数
詞
の
若
干
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
中
世
辞
書
類
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
助
数
詞
は
、
原
則
と

し
て
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
辞
書
類
に
み
え
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
し
た
助
数
詞
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
の
か
、
実
際
の
運
用
は
ど
の
よ
う
に
行



わ
れ
た
の
か
、
こ
う
し
た
実
質
的
な
問
題
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
中
世
故
実
書
類
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
世
故
実
書
類
は
、
同
期
の

辞
書
類
と
と
も
に
、
助
数
詞
研
究
上
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

む
す
び

中
世
辞
書
類
に
助
数
詞
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
人
々
が
、
こ
れ
に
つ
き
、
大
小
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

を
た
ぐ
っ
て
い
け
ば
、
彼
ら
が
如
何
な
る
も
の
ご
と
に
如
何
様
の
興
味
を
、
何
ゆ
え
に
い
だ
い
て
い
た
か
、
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し

か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
上
代
か
ら
今
日
ま
で
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
き
、
そ
の
総
体
を
把
握
し
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を

究
明
す
る
た
め
に
は
、
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
是
非
と
も
整
理
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
よ
み
方
で
、
ど
の
よ
う
な
用
法
に
あ
る
の
か
を

調
べ
た
。
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
本
来
的
に
は
字
音
語
用
法
か
和
語
用
法
か
に
二
大
分
さ
れ
、
そ
の
二
者
そ
れ
ぞ
れ
に
分
析
し
た
と

こ
ろ
を
も
っ
て
　
「
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
」
を
究
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

今
回
は
、
各
種
の
辞
書
類
を
総
合
的
に
扱
っ
た
。
今
後
に
は
こ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
辞
書
類
を
参
照
し
、
用
例
の
収
集

に
務
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
方
、
辞
書
類
各
々
に
は
そ
れ
な
り
の
編
纂
意
図
や
基
準
、
ま
た
、
憧
格
や
傾
向
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
の
個
別
的
検
討
・
分
析
も
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
度
は
触
れ
る
べ
く
し
て
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
例
え
ば
、
日
葡
辞
書
に
は
口
頭
語
的
な
助
数
詞
が
数
多
く
み
え
て
い
る
。
先
に
、
助
数
詞
は
文
書
語
的
性
格
が
強
い
と
述
べ
た

と
こ
ろ
と
矛
盾
し
そ
う
だ
が
、
注
意
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
生
活
用
具
や
容
器
、
日
常
的
な
人
の
動
作
・
対
処
方
法
な
ど
に
基
づ
く
自
然

発
生
的
な
助
数
詞
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
漢
語
出
自
の
助
数
詞
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
葡
辞
書
に
こ
の
種
の
助
数
詞
の
多
い
こ
と
は
、

同
辞
書
の
特
徴
の
一
と
し
て
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
に
お
け
る
和
語
系
助
数
詞
の
成
り
立
ち
や

性
格
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
の
性
格
や
特
徴
は
、
各
分
野
、
各
層
に
お
け
る
と
こ
ろ
と
比
較
・
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
年
代
怪
の
問
題
、
文
書
語
と
口
頭
語
と
の
問
題
、
ま
た
、
男
女
の
位
相
や
社
会
の
上
下
階
級
の
問
題
、
故
実

や
方
言
の
問
題
等
々
が
関
与
し
て
き
そ
う
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
中
世
辞
書
類
の
限
界
も
み
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
右

に
は
、
実
隆
公
記
や
延
喜
式
と
の
比
較
の
一
端
を
示
し
た
が
、
そ
の
結
果
を
述
べ
る
だ
け
の
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
。
今
後
に
は
、
故
実
書

類
も
含
め
、
よ
り
多
く
の
資
料
と
の
比
較
・
検
討
を
行
い
、
中
世
に
前
後
す
る
時
代
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
細
か
な
観
察
を
重
ね
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
八
月
二
十
八
日
）

注（1）
（2）

関
連
す
る
も
の
に
度
量
衡
の
単
位
（
数
量
計
算
の
基
準
と
な
る
も
の
の
名
）
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
対
象
と
し
な
い
。

拙
稿
「
古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
0
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
七
月
。
「
（
同
）
巨
、
『
（
同
）
』
、
同
第

二
号
、
同
年
一
二
月
。
「
奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
」
、
『
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』
、
一
九
九
二
年
六
月
。

（
3
）
　
田
村
悦
子
「
藤
原
佐
理
書
状
去
夏
帖
に
つ
い
て
ー
樽
の
単
位
は
材
か
村
か
－
」
、
『
美
術
研
究
』
、
第
三
〇
八
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
。

長
節
子
「
中
世
の
魚
の
助
数
詞
「
こ
ん
」
の
消
長
」
、
『
鎌
倉
遺
文
』
「
月
報
聖
、
一
九
八
七
年
八
月
。

（
4
）
　
左
記
に
は
、
古
記
録
、
今
昔
物
語
集
、
仮
名
文
字
作
品
等
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
み
方
に
つ
い
て
は
全
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。

峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
助
数
詞
の
用
法
0
」
、
「
（
同
）
巨
、
『
文
学
論
叢
』
第
三
五
・
三
六
韓
、
昭
和
四
二
年
。
同
著
『
平
安
時
代
古

記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
一
九
八
六
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
第
二
部
、
第
二
章
、
第
三
節
。

（
5
）
　
拙
稿
「
居
延
簡
憤
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
。
ま
た
、
注
（
2
）

の
末
尾
文
献
。

（
6
）
　
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
後
鳥
羽
上
皇
逆
修
僧
名
等
目
録
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
一
八
号
、
一
九

八
九
年
一
一
月
。

（
7
）
　
仮
名
文
書
は
中
世
以
降
に
下
り
が
ち
で
あ
る
点
、
ま
た
、
逆
に
相
当
す
る
漢
字
表
記
の
不
明
で
あ
る
点
な
ど
に
も
問
題
が
あ
る
。

（
8
）
　
今
後
の
検
討
如
何
で
は
若
干
の
増
減
も
生
じ
ょ
う
し
、
調
査
資
料
を
広
げ
て
い
け
ば
助
数
詞
の
用
例
も
増
え
よ
う
。
「
巡
－
順
」
「
匹
－
疋
」
「
裏
－
包
」

「
甲
廻
」
「
所
－
虞
」
「
準
反
－
遍
」
「
甲
裁
」
「
軍
営
」
な
ど
、
今
は
同
じ
も
の
と
し
て
数
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
扱
い
と
す
る
こ
と
も
可
能



で
あ
る
。

（
9
）
　
山
内
洋
一
郎
「
中
世
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
ー
そ
の
＝
実
隆
公
記
』
に
見
る
数
量
表
現
－
」
（
『
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
、
第
五
巻
、
一

九
七
一
年
三
月
。
底
本
は
、
続
群
書
類
従
刊
行
会
版
）
　
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
拙
稿
「
延
喜
式
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
別
稿
。
注
㈲
文
献
（
峰
岸
著
書
）
　
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
今
回
の
収
集
範
囲
の
中
に
み
え
な
い
も
の
、
の
意
。

（
1
2
）
　
紙
面
の
都
合
上
、
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
。

（
1
3
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
中
世
故
実
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
に
譲
る
。

（
望
　
作
者
、
成
立
年
代
等
に
つ
い
て
は
『
群
書
解
題
』
、
第
三
巻
（
昭
和
六
「
年
四
月
、
第
四
版
）
に
よ
る
（
群
）
。

（
1
5
）
　
他
方
、
口
頭
語
的
色
彩
の
強
い
助
数
詞
も
あ
る
。

（
1
6
）
　
女
房
筆
法
は
、
女
房
に
関
す
る
故
実
書
。
足
利
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
間
に
成
立
か
（
続
群
類
、
二
四
下
）
。
次
は
、
武
家
故
実
書
で

罰
絹
拍
摂
関
録
の
報
冥
凋
。
三
）
。
次
は
、
寛
正
七
年
（
毎
。
月
、
足
利
義
政
が
飯
尾
肥
前
守
之
種
（
一

（
望
　
天
文
一
三
年
（
監
）
一
二
月
、
岡
本
美
濃
守
緑
侍
の
手
に
成
る
小
笠
原
流
系
の
武
芸
故
実
書
。

（
1
8
）
　
注
　
（
4
）
文
献
（
峰
岸
著
書
）
、
六
二
七
、
六
三
七
貢
。

（
1
9
）
　
室
町
時
代
後
期
の
宴
会
作
法
書
。
天
文
・
永
禄
年
間
（
ト
楚
二
）
に
足
利
義
輝
に
近
任
し
た
伊
勢
貞
順
の
作
。
な
お
、
鳥
板
記
（
武
家
の
礼
法
故

実
書
。
続
群
類
、
二
四
下
）
　
に
も
こ
れ
と
同
じ
文
言
が
み
え
て
い
る
。

（
空
　
天
正
（
ト
旭
で
）
の
頃
か
、
曽
我
兵
庫
頭
（
硝
餓
）
の
作
。

（
2
1
）
　
武
家
の
礼
法
故
実
書
。
天
文
頃
、
伊
勢
貞
順
作
。

（
2
2
）
　
伊
勢
流
の
武
家
礼
法
故
実
書
。
貞
宗
（
ト
詔
㌘
）
の
作
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
平
成
四
年
度
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
、
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
御
出
席
の
各
位
、

ま
た
、
山
内
洋
一
郎
先
生
の
御
指
導
、
御
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



（
略
称
）

色伊筑春文
1
7

文
1
1

増
刊
下

明

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

調
査
資
料
・
参
考
資
料

（
資
　
　
　
料
　
　
　
名
）

色
葉
芋
類
抄
（
三
巻
本
）
　
も
と
二
巻
本
、
治
承
（
二
七
七
～
八
こ
　
の
頃
に
増
補
、
前
田
本
・
黒
川
本
（
員
数
部
）
　
に
よ
る
、
中
田
祝
夫
、

他
編
『
色
葉
芋
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
発
行
、
風
間
書
房
刊
に
よ
る
、

伊
呂
波
芋
類
抄
（
十
巻
本
）
　
鎌
倉
初
期
成
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
、
室
町
初
期
写
（
畳
字
部
）
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
復
刻
発
行
、
雄
松
堂

出
版
刊
に
よ
る
、

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
古
本
下
学
集
、

＊
　
以
下
の
四
本
は
中
田
祝
夫
・
林
義
雄
著
『
古
本
下
学
集
七
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
発
行
、
風
間
書

房
刊
に
よ
る
、
（
数
量
門
の
部
）

春
林
本
下
学
集
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、

文
明
十
七
年
本
下
学
集
　
筑
波
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵
、
文
明
十
七
年
　
（
一
四
八
五
）
　
書
写
、

文
明
十
一
年
本
下
学
集
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
文
明
十
一
年
か
ら
永
正
二
年
ま
で
の
二
十
六
年
間
の
内
に
書
写
さ
れ
た
も
の
、

増
刊
下
字
集
　
室
町
中
期
、
文
明
頃
写
（
イ
部
・
ヒ
部
の
数
量
・
言
語
部
）
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
　
和
書
之
部
　
第
五
十
九
巻
、
昭
和

五
十
八
年
一
月
、
天
理
大
学
出
版
部
刊
行
に
よ
る
、

文
明
本
節
用
集
　
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
　
の
頃
に
下
学
集
を
も
と
に
再
編
成
さ
れ
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
・
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

の
頃
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（
数
量
門
）
、
中
田
祝
夫
著
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
発
行
、
風
間
書
房
刊
に
よ
る
、

弘
　
　
弘
治
二
年
本
節
用
集
　
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
南
葵
文
庫
旧
蔵
）
、
天
文
十
五
年
に
稿
な
っ
た
も
の
を
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
　
に
改
め

永尭両塵

た
も
の
　
（
イ
部
・
ヒ
部
の
数
量
門
・
言
語
進
退
門
）
、

＊
　
以
下
の
四
本
は
中
田
祝
夫
、
他
著
『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
発
行
、
勉
誠

社
刊
に
よ
る
、

永
禄
二
年
不
節
用
集
　
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
以
後
間
も
な
く
の
書
写
、

尭
空
本
節
用
集
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
永
禄
八
年
を
過
ぎ
る
余
り
遠
く
な
い
頃
の
書
写
加
筆
、

両
足
院
本
節
用
集
　
建
仁
寺
両
足
院
蔵
、
建
仁
寺
住
持
利
峰
東
鋭
　
（
寛
永
二
十
年
八
二
ハ
四
三
）
七
月
寂
）
　
の
書
写
に
か
か
る
、

塵
芥
　
　
　
　
　
清
原
宣
賢
（
天
文
十
九
年
八
一
五
五
〇
）
穀
）
自
筆
、
室
町
後
期
（
巻
末
の
名
数
語
彙
、
数
量
門
）
、
京
都
大
学
文
学
部
国



い
　
　
い
ろ
は
字

語
国
文
学
研
究
室
編
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
発
行
、
臨
川
書
店
刊
に
よ
る
、

抄
本
寺
蔵
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
写
、
上
巻
（
イ
～
ク
部
）
欠
、
（
ヒ
部
、
ま
た
、
巻
末
の
名
数
語
彙
）
、
鈴
木
博
著
、

昭
和
四
十
九
年
五
月
発
行
、
清
文
堂
出
版
刊
に
よ
る
、

運
　
運
歩
色
葉
集
　
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
写
、
（
イ
郡
・
ヒ
部
）
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
初
版

発
行
、
同
六
十
三
年
一
月
再
版
発
行
、
臨
川
書
店
刊
に
よ
る
、

黒
　
　
異
本
本
節
用
集
　
室
町
末
期
写
、
尊
経
閣
草
刊
複
製
本
、

＊
　
以
下
の
五
本
は
亀
井
孝
・
高
羽
五
郎
編
『
五
本
対
照
改
編
節
用
集
』
下
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
発
行
、
勉
誠
社
刊
に
よ
る
（
イ

部
・
ヒ
部
の
数
量
門
・
言
語
進
退
門
）
、

京天饅易恵合書PRC

伊
京
集
　
　
　
室
町
時
代
写
、
国
会
図
書
館
上
野
支
部
複
製
本
、

天
正
十
八
年
本
節
用
集
　
東
洋
文
庫
蔵
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
刊
、
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
複
製
本
、

饅
頭
屋
本
節
用
集
　
東
京
教
育
大
学
（
筑
波
大
学
）
附
属
図
書
館
蔵
、
室
町
末
期
写
、
珍
書
保
存
会
複
製
本
、

易
林
本
節
用
集
　
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
原
刻
、
亀
井
孝
蔵
、
平
井
板
、

恵
空
編
節
用
集
大
全
、
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
、
中
田
祝
大
著
、
昭
和
五
十
年
三
月
発
行
、
勉
誠
社
刊
に
よ
る
、

合
類
節
用
集
　
国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
、
延
宝
八
年
刊
、
中
田
視
大
著
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
勉
誠
社
刊
に
よ
る
、

書
言
字
考
節
用
集
　
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
版
、
（
数
量
門
の
部
）
、
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
著
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
発
行
、
風
間
書
房

刊
に
よ
る
、

日
葡
辞
書
　
　
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
、
長
崎
学
林
に
て
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
刊
行
、
翌
年
補
遺
の
部
刊
行
、
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南

実
編
訳
、
一
九
八
〇
年
五
月
発
行
、
岩
波
書
店
刊
に
よ
る
、

日
本
大
文
典
　
J
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
著
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
か
ら
同
十
三
年
ま
で
に
長
崎
学
林
に
て
刊
行
、
土
井
忠
生
訳
、
一
九
八
〇

年
四
月
、
第
六
刷
発
行
、
三
省
堂
刊
に
よ
る
、

日
本
文
典
　
　
D
・
コ
リ
ヤ
ー
ド
著
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
羅
馬
に
て
刊
行
、
大
塚
高
信
訳
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
発
行
、
風
間
書
房

刊
に
よ
る
、

中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て




